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Geant4による放射線帯粒子計測器の検出効率の導出：あけぼのRDM

Efficiency of the radiation monitor onboard Akebono using Geant4
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放射線帯の電子は質量エネルギーを軽く超え相対論的振る舞いをするため、観測機器を構成する
原子の原子核にまで影響を及ぼすが、強放射線環境は地上の実験室では簡単に作れないため、実
際の宇宙空間の放射線帯の中でどのようなことが起きているのか、地上実験で知ることは難し
い。そこで、コンピュータの中での計算機実験として検出器評価をするのが、Geant4コードを用
いた粒子追跡シミュレーションである。Geant4粒子追跡シミュレーションツールをもちいて、あ
けぼの衛星に搭載されている放射線帯粒子計測器（RDM）について、検出器の検証を行った結
果、相対論的な高エネルギー電子が、検出器の内部で極めて複雑な振る舞いをすることがわかっ
た。その振る舞いパターンはエネルギーに依って異なっており、そのため、検出効率がエネルギ
ーに依って異なっていた。本発表では、NASAのCRRES衛星との同時観測データ比較を行い、検
出エネルギーに幅がある測定値の検出効率のエネルギー依存を考慮したデータ補正項の導出に取
り組んだ結果を報告する。
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